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平成平成1616年年１１１１月月１８日１８日

新日本監査法人新日本監査法人 CSRCSR推進本部推進本部
新日本インテグリティアシュアランス株式会社新日本インテグリティアシュアランス株式会社 取締役取締役

公認会計士公認会計士 大久保大久保 和孝和孝

環境省「CSRに関する研究会」

～第3回研究会～
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● CSRの正確な概念の整理がない
（CSRは環境の問題ではなく、経営の問題）

● CSRは目標ではなく、経営の活動方法をいう
（社会運動としてのCSR）

● SRI先行の議論
● 環境ばかりクローズアップ

● CSRとサステナブルの定義の整理
● 何を対象としたサステナブルなのか？

● 目指すべき社会の理想像の不在
（政治が示すべきではないか？）

問 題 意 識

誤解の原因

企業企業
OR
社会社会
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政治的課題としてのCSR
内国課題内国課題

企業の社会的役割とは何か？

社会環境の変化社会環境の変化

現場の士気の低下現場の士気の低下
→事故の発生

→中長期の競争力の衰え

Key word

外交問題外交問題 ：： 国際競争力に対して、政府一丸となった取り組みがない国際競争力に対して、政府一丸となった取り組みがない

良いNGOの育成

小さな政府 NGOの育成

和のCSRの推進

国家戦略としてのア
イデンティティがない

持続的成長可能な
社会の創出

EU：CSRを経済政策として明確に位置づけISOを手段化
米国：COSOをベースとしてSO法により内国企業の差別化
中国：CSRを経済政策として明確に位置づけ外資導入、国際競争力の要件として

企業と社会のかかわりのあ
り方を言及

実情：我国は政府としての見解はバラバラであり多国籍企業が個々に活動

どういう社会作りたいか
企業と社会で

中央政府レベル

地方政府レベル

・・・・地方経済の活性化

● CSRの正確な概念の整理がない
● SRI先行の議論
● 環境ばかりクローズアップ

日本におけるCSRの現状

中堅社員の活性化⇔シニア、女性

例） 日産自動車の復活
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検討すべき課題

１．どういう社会を形成したいのか

→ アイデンティティの欠如（先進国・後進国に関わらず）

２．企業はNGO・NPOとどのように付合うべきか

→ 欧米型の流れに対応して

３．日本における外交・経済政策としてのCSRを
どう捉えるべきか

４．社会貢献の在り方について
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検討のステップ

CSR活動
・正しく理解する
・企業活動とのかかわり方を整理

持続可能な社会とは？

・目指すべきアイデンティティの確立

第1ステップ 第２ステップ

企業にとっての社会的責任への対応
（CSR)

社会のサステナブル
（持続可能性）

企業のサステナビリティ

経済性は？

本来の検討のステップ
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①① CSRCSRは経営そのものである。は経営そのものである。
②② CSRCSRへの取組みは経営者自らが積極的かつ戦略的に取への取組みは経営者自らが積極的かつ戦略的に取

組む課題組む課題
③③ CSRCSRは多様化・流動化するステークホルダーとの関係によは多様化・流動化するステークホルダーとの関係によ

り整理される課題り整理される課題
④④ CSRCSRの活動は企業外のみならず、組織体制構築など企業の活動は企業外のみならず、組織体制構築など企業

内活動を含内活動を含むむ
⑤⑤ CSRCSRの求めているものは、コンプライアンスは当然の義務の求めているものは、コンプライアンスは当然の義務

であり、加えて、社会問題解決への参画であり、加えて、社会問題解決への参画
→→ 社会的責任論（理論的な整理）社会的責任論（理論的な整理）

⑥⑥ 地域ごとにステークホルダーを考慮すべき地域ごとにステークホルダーを考慮すべき
⑦⑦ CSRCSRの成功要因は、徹底した双方向の情報開示の成功要因は、徹底した双方向の情報開示

→→ ステークホルダーとの対話による信頼の形成ステークホルダーとの対話による信頼の形成

【CSRを巡る議論】
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【企業の存続用件】
１） 透明性の確保

（株主を含むステークホルダーｽﾞは急激（予期しない）な

変化は望まない）

２） 会社の存在の正当化
（コミュニティとの調和）

３） 競争性がなければ存在できない。
（影響力の行使）

CSR＝企業評価の「ものさし」

・ 企業の企業の持続的成長の条件が合致しているか持続的成長の条件が合致しているか

・ 企業の企業の非財務非財務情報情報のの開示開示は十分であるのかは十分であるのか

経済
環境
社会

個人の幸せ？

企業を取り巻く利害関係者（ステークホルダー企業を取り巻く利害関係者（ステークホルダーｽﾞｽﾞの変化）の変化）
背景背景

長生きの条件とは？

株主・債権者以外にも

【参考資料】

E社等の破綻を契機
として
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国内海外

ネガティブインパクト

ポジティブインパクト

当たり前

NGO

CSRを巡る2つの軸

取
組
み
領
域

活動領域

日本のおけるCSR課題

海外におけるCSRの現状

E
U

統
合
に
よ
る
経
済
戦
略

市
民
社
会
に
よ
るN

G
O

の
存
在

N
G

O
･N

P
O

の
未
成
熟

企
業
不
祥
事
へ
の
不
信
感

将来の課題 社会運動
の高まり

従業員

【参考資料】
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S/D ： Integrex社資料 ： （財）年金総合研究ｾﾝﾀｰ

①株式会社制度に忠実な企業経営

②法令等のルール・義務を遵守する責任

③市場原理・自由経済の原則を守ること

④企業が本業を遂行する過程で付随的に生じる倫理的責任（人権・環境
等公益に反する行為を行わないこと等〔未就学児の雇用、環境汚染等〕)

⑤経営理念等に基づき本業を通じて企業が行う社会への貢献（社会問題
の解決やより健全な社会の構築への貢献等）

⑥本業とは異なる企業の社会貢献（寄付行為・ボランティア活動等）

「コーポレート・ガバナンス・ガイドライン」
における企業社会責任の定義

1.社会責任
（上記①～④に相当）
企業があらゆるステークホルダーに対して、株式会社制度・法令・市場
原理・倫理的責任を遵守すること。企業が市場へ参加するための最低
限のルールであり、コーポレート・ガバナンスの大前提となるもの。
2.社会貢献的投資（上記⑤に相当）
企業が行う直接・間接的な社会に対する支出により、長期的な視点で
成果を期待する活動。
企業からみれば、戦略的投資と位置付けられ、株主からみても、積極的
な評価対象となるもの。
3.社会貢献（上記⑥に相当）
基本的には、企業が成果を期待せずに支出する活動であり、株主への
充分な説明のもとで実施することが望ましい。なお、実際は企業として
ではなく個人として支出しているケースが多い。

企業社会責任

（ＣＳＲ）の定義

はまちまちであ

ったが、公的

年金（国内最

大の運用機関

）が企業社会

責任はコンプラ

イアンスである

と定義した。

1.社会責任
企業を評価する上
で最低限クリアす
べき基準として位
置付ける。
2.社会貢献的投資
3.社会貢献
長期的な観点で、
株主利益の向上
に寄与する行為と
して評価し推奨す
る。但し、「コーポ
レート・ガバナン
ス・ガイドライン」と
しては明示的に取
り込まず、その評
価については運用
機関の判断に委
ねる。

平成平成1515年年55月月1313日、厚生労働省系の公益法人日、厚生労働省系の公益法人((財財))年金総合研究センターは、年金総合研究センターは、
年金基金運用に関わる「コーポレート・ガバナンス・ガイドライン」を発表した。年金基金運用に関わる「コーポレート・ガバナンス・ガイドライン」を発表した。

（参考）（参考） 日本における日本におけるCSRCSR

こ
の
こ
と
か
ら
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NGO/NPOの行動特性

１．NGOとは何か
２．NGOの活動方法～多様な戦術
３．NGOのビジネスモデル
４．NGOへの対応に伴うリスク
５．NGOへの対応による利点
６．NGOへの対応ガイドライン
７．企業評価のためのイニシアチブ
８．NGOの意味
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環境活動環境活動環境活動

新日本インテグリティ
アシュアランス株式会社

CSR報告書

社会活動社会活動社会活動

経済活動経済活動経済活動

その他活動その他活動その他活動
環境報告書環境報告書

新日本インテグリティ新日本インテグリティ
アシュアランス株式会社アシュアランス株式会社

環境活動環境活動環境活動

CSRCSR報告書の位置付け報告書の位置付け

報告書の考え方が混在

環境報告書

環境

コンプライアンス

企
業
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

世
界
的
な
不
祥
事

有価証券報告書

第○○期

自平成15年4月～
至平成16年3月

新日本インテグリティ
アシュアランス株式会社

財務情報中心

有価証券報告書

投資家向けの財務情報中
心に構成されている。

CSR報告書
企業としてのCSRへの取り組
みについて記載（環境を含む）環境報告書

環境への取り組みにつ
いて記載されている。

非財務情報中心

時間

社
会
的
要
請

目
標
と
実
績
の
記
載

具
体
的
か
つ
詳
細
に

目
標
と
実
績
の
記
載

目
標
と
実
績
の
記
載

具
体
的
か
つ
詳
細
に

具
体
的
か
つ
詳
細
に

＝

求められ求められ
るものるもの
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お問い合わせ先お問い合わせ先

新日本監査法人 CSR推進本部 シニアマネージャー
http://www.shinnihon.or.jp/

新日本インテグリティアシュアランス株式会社 取締役
http://www.siai.co.jp/

〒100-0011
東京都千代田区内幸町２－２－３
日比谷国際ビル

公認会計士 大久保 和孝 (okubo－kztk@shinnihon.or.jp)

TEL ： 03-3503-1268 （秘書；田中、若原）
FAX ： 03-3503-1151

本件に関するお問い合わせは下記までご連絡をお願いいたします。


